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■
ハ
関
西
学
院
大
学
災
害
復
興
制
度
研
究
所
と
朝
日
新
聞
社
は
、
全
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
、

市
区
町
村
合
わ
せ
て
、
二
二
九
二
件
を
対
象
に

「自
治
体
復
興

。
被
災
者
支
援
制
度
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

七
月
か
ら
人
月
に
か
け
実
施
。

現
在
、
復
興
研
で
は
復
興
制
度
づ
く
り
部
会
に
て
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
を
分
析

・
検
証
中
。

台
風
や
地
震
が
続
い
た
昨
年
、
被
災
者
の
生
活
や
住
宅
の
再
蓬
を

支
援
す
る
制
度
の
創
設
が
全
国
で
相
次
い
だ
。
自
治
体
が
こ
れ
ま
で

に
取
り
禅
盈
応
省
吊
答
の
特
徴
費
回
壇
軍
あ
会
やた
め
、
国
掌

腕
大
災
書
復
璽
翻
慧
研
発
群
空
こ
朝
日
新
聞
社
ほ
、
都
遺
府
県
な
ど
を

対
象
に

「自
治
体
復
興

・
被
災
著
受
夢
制
度
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施

詠
買
住
宅
再
建
を
補
助

範
軽
櫨
に

ア
ン
ケ
ー
ト
は
投
問
に
対
　
は
被
災
者
生
活

再
建
支
援

し
て
選
択
式
か
自
由
配
述

で
　
法
が
あ
る
。
最
高
３
０
０
万

日
答
を
求
め
、
４７
都
道
府
県

円

の
支
援
金
が
支
給
さ
れ

が
回
答
し
た
。
　
　
　
　
　
　
る
が
ヽ
家
屋
の
解
体
費
や
必

こ
の
う
ち

、
９０
年
以
降
に
　
需
品
購
入
費
な
ど
に
用
途

災
害
救
助
法
や
全
国
規
模
の
　
一が
暉
ら
れ
て
い
る
。
被
菅
程

激
菌
災
営
法
が
適
用
さ
れ
た

度
や
年
収
な
ど
の
要
件
も

災
営
に
理
わ
れ
た
の
は
３８
自
　
あ
る
。

治
体
で
８０
％
に
連
し
た
。
　

　

　

こ
の
た
め
、
支
給
対
象
に

被
災
者

へ
の
公
的
支
彊
に
　
認
め
ら
れ
な
い
費
用
や
、
適

な
か
で
も
住
宅
再
建
や
補

用
外
の
被
災
者
も
支
援
す
る
　
修
の
費
用
に
充
当
で
き
る
よ

な
ど
、
同
法
を
補
う
独
自
制
　
う
に
し
た
制
度
が
目
立
つ
。

度
を
捜
け
る
自
治
体
が
多

　

「公
費
に
よ
る
私
有
財
産
の

く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
２．
都
　
形
成
に
な
る
」
と
し
て
、
同

(0月31日時点、

圏

静

軽

弱

薔

轟

に
最
高
３
０
０
万
円
を
支
給
す
る
。
適
用
さ
れ
る
の
は
、
市

町
村
単
位
か
都
道
府
県
単
位
で

一
定
規
模
以
上
の
紋
音
が
発

生
し
い
位
医
【
住
宅
が
全
寝
し
た
か
、
大
規
模
な
補
修
が
必
要

な
程
度
に
半
壊
し
た
世
帯
な
ど
が
対
象
に
な

っ
て
い
る
。
使

途
は
物
品
購
入
費
や
宏
貸
住
宅
の
家
賃
な
ど
８
項
目
に
限
ら

れ
る
。
今
年
８
月
末
時
点
で
６
３
２
３
世
帯
に
計
約
４５
億
７

千
万
円
が
支
給
さ
れ
た
。

法
が
住
宅
本
体
へ
の
支
給
を
　
県
は
支
給
実
薄
が
あ
巧
た
。

怒
め
て
い
な
い
か
ら
だ
。
住
　
　
住
宅
の
所
有
者
が
掛
け
金

宅
本
体
へ
の
公
金
投
入
を
検
　
を
積
み
立
て
、
被
災
し
た
加

討
し
た
自
治
体
は
１８
都
道
府
　
入
者
に
再
建
資
金
な
ど
を
給

県

（３８
％
）
ｏ
う
ち
１１
都
府
　
付
す
る

「共
済
制
度
」
に
つ

い
て
も
尋
ね
た
。
１８
都
道
府
　
た
。

県
が
導
入
を
検
討
し
て
い
た
　
　
リ
ス
ク
分
散
な
ど
を
理
由

が
、
芸
一施
し
た
の
は

「住
宅
　
に
、
３０
都
道
府
県

（６４
％
）

再
建
共
済
側
震
」
を
９
月
か
　
が
全
国
規
模
で
の
制
度
化
が

ら
始
め
た
兵
庫
県
だ
け
だ

っ
　
必
要
と
考
え
て
い
た
。

者
籍

屋

嘉

添

経

４

月
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
が
背
景

に
あ
る
。
適
用
範
囲
が
拡
大

し
、
支
給
最
高
額
が
１
０
０
万

円
か
ら
３
０
０
万
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
な
ど
、
支
援
の
枠
が

広
が
っ
た
。
し
か
し
昨
年
の
風

水
き
を
契
務
に
、
支
給
さ
れ
る

世
帝
と
対
象
外
の
世
帯
と
の
格

差
が
顕
在
化
し
た
。
こ
の
差
を

埋
め
る
た
め
、
自
治
体
は
独
自

制
度
を
設
け
た
。

も
う

一
つ
は
、
００
年
の
鳥
取

県
西
部
地
震
で
同
果
が
被
災
住

宅
の
再
建
に
３
０
０
万
円
を
支

給
す
る
制
度
を
つ
く

っ
た
の
が

大
き
い
。
そ
れ
ま
で
の
自
治
体

は
国
の
出
先
機
関
の
よ
う
だ

っ

た
が
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
維
持
は
時
間
が
勝
負
。
地
方

は
放
っ
て
い
た
ら
崩
壊
し
て
い

く
。
国
の
事
業
を
待
っ
て
い
て

は
遅
い
。
自
分
た
ち
で
や
ら
な

け
れ
ば
、
と
い
う
発
想
に
変
わ

っ
た
。

ま
た
、
阪
神
大
震
災
を
き
っ

か
け
に
で
き
た
支
援
法
は
、
家

が
揺
れ
て
壊
れ
る
こ
と
が
念
頭

に
あ
っ
た
。
昨
年
の
災
書
の
多

く
は
風
水
害
だ
。
決
水
で
家
が

水
に
つ
か
っ
て
も
、
支
給
対
象

に
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
あ

っ

「積
み
重
ね
て
恒
久
化
を
」

保険や共済、組み合わせながら

確

奮

捨

憲

養

霞

を
補
う
制
度
を
設
け
た
２．
都

府
県
に

つ
い
て
、
関
学
災
曽

復
興
制
度
研
究
所
の
客
員
研

殉空
ミ
山
崎
栄

Ｔ
大
分
大
購

師
（災
曽
酷
理

に
分
類
し
て

も
ら
い
、
制
度
の
動
向
を
襲

理
し
た
。
支
給
対
象
者
を
広

げ
て
被
災
者
の
不
公
平
感
を

な
く
し
た
り
、
支
援
内
容
を

充
実
さ
せ
た
り
し
て
い
た
。

同
法
は
１
市
町
村
で
１０
世

帯
以
上
の
住
宅
が
金
壊
す
る

な
ど
、
自
治
体
単
位
で

一
定

規
模
の
被
害
が
な
い
と
適
用

さ
れ
な
い
。
同
じ
災
督
で
も

支
語
さ
れ
る
町
と
対
象
外
の

町
が
生
じ
る
。
こ
の
た
め
、

岩

責

Ｉ

罵

な

ど
２

昼
ｐ
、

被
曹
戸
数
が
少
な
く
て
対
象

外
に
な

っ
た
市

町
村
に
対

し
、
独
自
理
策
で
同
等
の
支

磐

言

型

轟

姥

。

適
用
要
件
に
は
被
災
世
帯

の
生
肢
奄
棒
長
率
工
の
生
込
駅

全
壊
や
大
規
模
￥
壊
な
ど
の

被
雷
程
度
も
定
め
ら
れ
て
い

る
“
昨
年
は
水
き
が
多
か

っ

た
た
め
、
支
給
対
象
に
床
上

浸
水
を
合
め
た
自
治
体
が
多

か

っ
た
。
年
収
や
年
齢
の
制

限
を
撤
魔
す
る
な
ど
、
適
用

要
件
を
緩
和
し
た
の
は
１４
都

席
浜
あ

っ
た
。

同
法
の
支
援
金
は
使
途
を

限

っ
て
支
結
さ
れ
る
。
藤
め

ら
れ
て
い
な
い
住
宅
本
体
の

再
建
や
補
修
に
か
か
る
費
用

へ
の
支
給
も
で
き
る
よ
う
に

し
た
の
は
東
京
や
新
潟
、
京

都
、
兵
庫
な
ど
１１
都
府
県
だ

っ
た
。

理
０
と
し
て

「住
宅
再
建

は
地
域
の
崩
授
を
防
ぐ
た
め

に
必
要
」

（
鳥
取
県
）
、

「生
活
基
盤
の
住
宅
再
建
を

村
民
の
自
動
努
力
だ
け
で
行

う
こ
と
は
不
可
能
」

（東
京

都
）
な
ど
が
挙
が

っ
た
。

こ
れ
に
関
連
し
、
福
井
県

な
ど
多
く
の
自
治
体
で
支
緒

一の
突
荏
と
し
て
自
宅
再
建
の

場
所
を
被
憂
し
た
市
町
村
に

限
定
し
て
い
た
。

「政
府
は
個
人
財
産
の
補

償
を
盛
め
な
い
。
ど
の
よ
ュ

に
し
て
支
援
策
の
公
共
性
を

見
い
だ
す
か
と
な
る
と
、
「地

域
の

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
ー
維

置

が
錦
の
御
膜
に
な
る
。
そ

の
た
め
に
は
地
元
で
再
建
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
る
」
と

山
商
購
師
は
分
析
す
る
。

条
件
を
満
た
せ
ば
、
今
後

趣
こ
る
災
言
で
も
適
用
さ
れ

る
恒
久
的
な
制
度
に
し
て
い

る
の
は
静
岡
や
兵
庫
、
鳥
取

な
ど
７
果
に
と
ど
ま
っ
た
。

こ
の
ほ
か
は
、
昨
年
の
台
風

２３
号
な
ど
、特
定
の
災
曽
に

適
用
さ
れ
る
暫
定
的
な
制
度

だ
。
山
崎
船
師
は

「財
源
の

問
題
で
恒
久
制
度
に
し
に
く

い
面
は
あ
る
」
と
題
解
を
示

す

一
方
、
「
暫
定
措
置

で

も
、
独
自
制
度
を
積
み
重
ね

て
い
く
う
ち
に
共
通
す
る
数

済
部
分
が
見
え
て
く
る
。
そ

れ
が
国
の
制
度
に
発
展
し
、

ほ
久
化
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
」
と
踏
し
た
。

自
治
体
の
独
自
制
度
が
相
次

い
で
創
設
さ
れ
た
の
は
、
被
災

た
。
多
く
の
自
治
体
が
床
上
漫

水
を
支
給
対
象
に
含
め
た
の
は

こ
の
た
め
だ
。

被
憂
者
の
生
活
再
建
支
援
の

根
拠
を
、
憲
法
２５
条
の

一健
康

で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活

を
営
む
権
利
」
に
す
る
の
は

難
し
い
。
最
低
瞑
度
の
生
活

と
い
う
意
味
で
は
、
災
害
復
興

公
営
住
宅
で
カ
バ
ー
で
き
る
。

支
援
金
に
よ
る
住
宅
再
建
は
、

公
費
に
よ
る
個
人
の
資
産
形
成

と
み
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
、
そ
れ
で
は
国
が
認
め
な

い
。地

方
自
治
法
は

「公
益
上
必

要
が
あ
る
場
合
は
補
助
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
て
い

る
。
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は

「地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
維
持
」

と

「そ
の
前
握
と
し
て
の
生
活

再
建
」
だ
。
地
域
の
維
持
や
復

旧
を
目
的
に
し
た
制
度
な
ら
公

益
性
が
あ
る
。
従
っ
て
、
生
活

再
建
を
１
０
０
％
公
費
で
行
う

必
要
は
な
い
。

ま
た
、
基

泉
を
巨
大
控

策

″

襲

っ
た
場
合
、
公
助
だ
け
で
は

財
政
が
持
ち
こ
た
え
ら
れ
な

い
。
こ
れ
か
ら
地
方
分
種
や
三

位

一
体
改
革
が
進
め
ば
、
国
か

ら
の
補
助
金
や
交
荷
税
も
減

っ

て
い
く
。

支
援
法
だ
け
で
な
く
、
ほ
か

の

「公
助
」
や
、
保
険
や
共
済

な
ど
の

「共
助
」
を
組
み
合
わ

せ
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
生

一畳
号
建
の
仕
組
み
を
考
え
て
い

く
べ
き
だ
ろ
う
。


